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⑥ 養護教諭普通免許状 

第１ 大学等における養成による免許状の取得（免許法別表第２関係） 

１ 基礎資格等 

免許状の種類 基礎資格 

最低修得単位数 

教科及び教職に

関する科目 

養護教諭 

専修免許状 修士の学位を有すること ※１ 80 

一種免許状 

イ 学士の学位を有すること 56 

ロ 保健師助産師看護師法第７条第１項の規定により

保健師の免許を受け、文部科学大臣の指定する

養護教諭養成機関に半年以上在学すること 

12 

ハ 保健師助産師看護師法第７条第３項の規定により

看護師の免許を受け、文部科学大臣の指定する

養護教諭養成機関に１年以上在学すること 

22 

二種免許状 

イ 短期大学士の学位を有すること又は文部科学大臣

の指定する養護教諭養成機関を卒業すること ※2 
42 

ロ 保健師助産師看護師法第７条第１項の規定により

保健師の免許を受けていること 
なし ※３ 

ハ 保健師助産師看護師法第５１条第１項の規定に該

当すること（保健婦）又は同条第３項の規定により

免許を受けていること 

なし ※３ 

 ※１ 大学の専攻科又は大学院に１年以上在学し、３０単位以上修得した場合を含む。 

 ※２ 大学又は指定教員養成機関に２年以上在学し、６２単位以上を修得した場合が含まれる。 

※３ 二種免許状のロの項又ハの項に該当する者については、施行規則第６６条の６の定める科目のみ修

得すればよい。 
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２ 最低修得単位数 

養護及び教職に関する科目 

科目 左の各科目に含めることが必要な事項 

最低修得単位数 

専修 一種 二種 

イ ロ ハ イ 

養護に関する科目

【第２欄】 

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む） 4 4 

3 

※1 

2 2 

学校保健 2 2 2 

※2 

1 

養護概説 2 2 1 

栄養学（食品学を含む。） 2 2 2 2 

健康相談活動の理論・健康相談活動の方法 2 2   2 

解剖学・生理学 2 2   2 

「微生物学、免疫学、薬理概論」 2 2   2 

精神保健 2 2   2 

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。） 10 10   10 

教育の基礎的理解

に関する科目【第３

欄】 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

8 8 
2 

※１ 

2 

※２ 
5 

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学

校運営への対応を含む。） 

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学

校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過

程 

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対

する理解（※３） 

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）  

道徳、総合的な学

習の時間等の内容

及び生徒指導、教

育相談等に関する

科目【第４欄】 

道徳、総合的な学習の時間及び総合的な探究の

時間並びに特別活動に関する内容 

6 6   3 

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を

含む。）  

生徒指導の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法 

教育実践に関する

科目 

【第５欄】 

養護実習 ※４ 5 5 
2 

※１ 

2 

※２ 
4 

教職実践演習 ※５ 2 2   2 

大学が独自に設定する科目【第６欄】 31 7   4 

施行規則第６６条の６の定める科目 8 8 8 8 8 

３ 修得単位について 

 （１） 修得単位全般 

 ア 修得単位は、課程認定を有する大学で修得したものであること。 

 イ 施行規則第６６条の６の定める科目（「日本国憲法」、「体育」、「外国語コミュニケーション」、「数理、デー

タ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」を各２単位）は課程認定以外の大学等でも修

得することができる。 
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ウ 二種免許状を有している者又はその所要資格を得ている者が、一種免許状を受けようとする場合、二

種免許状に係る単位は既に修得したものと見なす。 

この場合、「各教科の指導法」「教諭の教育の基礎的理解に関する科目等」については、一種免許状 

から二種免許状に係る各科目の単位数について修得すればよい。 

 エ 一種免許状を受けようとする場合、二種免許状の授与を受けるために修得した科目の単位を最低修得

単位に含めることができる。ただし、二種免許状に係る各科目の単位数を上限とする・。 

 オ 一種免許状のロ又ハの項に該当するものは、最低取得単位数を超える単位については、養護に関す

る科目の中から任意に修得すること。 

 

（２） 養護及び教職に関する科目 

※１ 第２欄の「衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む）」、「学校保健」、「養護概説」及び「栄養学

（食品学を含む。）」に含まれる内容について、合わせて３単位以上 

第３欄の「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」、「幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程」、「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」の科目の

うち、１以上の科目並びに養護実習について、それぞれ２単位以上修得する必要すること。 

※２ 第２欄の「学校保健」及び「養護概説」について、合わせて２単位以上 

第３欄の「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」、「幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程」、「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」の科目のうち、

１以上の科目並びに養護実習について、それぞれ２単位以上修得する必要すること。 

※３ １単位以上を修得するものとする。 

※４ 

ア 養護実習の単位は、養護教諭、養護助教諭、又は学校において専ら幼児、児童又は生徒の養護

に従事する職員で、常時勤務に服する者」として１年以上良好な成績で勤務した者については、経

験年数１年について１単位の割合で、第３欄、第４欄もしくは第５欄（養護実習を除く。）の単位をもつ

て、これに替えることができる。 

     イ 教育実習に係る事前及び事後の指導１単位を含むこと。 

     ウ 教育実習の単位数には、２単位まで、学校体験活動(学校における授業、部活動等の教育活動 

その他の校務に関する補助又は幼児、児童若しくは生徒に対して学校の授業の終了後若しくは休

業日において学校その他適切な施設を利用して行う学習その他の活動に関する補助を体験する活

動であって教育実習以外のものをいう。)の単位を含むことができる。ただし、この場合、他の校種の

教育実習の単位をあてることができない。 

    ※５ 平成２２年３月３１日までに課程認定大学等に入学した者については、平成２５年３月３１日までに、

総合演習の単位を取得した場合、教職実践演習の単位を修得することを要しない。 

 

（３） 大学が独自に設定する科目 

ア 専修免許状から一種免許状の「教科又は教職に関する科目」を差し引いた２４単位については、大

学院又は大学の専攻科で修得すること。 

単位については、第２欄～第５欄について修得すること。 

イ 一種免許状又は二種免許状については、第２欄～第５欄又は大学が加えるこれらに準ずる科目に

ついて修得すること。 

ウ 大学が独自に設定する科目については、「教科に関する専門的事項に関する科目」と「各教科の指

導法に関する科目又は教諭の教育の基礎的理解に関する科目等」で最低限修得する必要がある

単位数を超えた部分の単位数を充てることができる。 
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（４） 単位の流用 

幼稚園、小学校又、中学校、高等学校の教諭又は栄養教諭の普通免許状を受ける要件を満たしてい

る場合、次のそれぞれの科目の単位をもってあてることができる。 

ただし、必要な事項を含んで修得していない場合は、その事項について新たに修得すること。 

 

 幼稚園、小学校、中学校又は高

等学校の教諭の普通免許状を

受ける場合の単位数 

栄養教諭の普通免許状を受け

る場合の単位数 

教育の基礎的理解に関する科目 ６単位（２種免許状の授与を受け

る場合にあっては４単位） 

６単位（２種免許状の授与を受

ける場合にあっては４単位） 

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談及

び進路指導等に関する科目 

２単位 ８単位（２種免許状の授与を受

ける場合にあっては４単位） 
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第２ 教育職員検定による上位の免許状の取得（免許法別表第６関係） 

  免許状取得後、更に上位の免許状を取得するためには、現有免許状に相当する学校の教員として所定の

期間良好な成績で勤務し、大学等において所定の単位を修得することが必要である。 

１ 養護教諭二種免許状 

（１） 養護助教諭臨時免許状を基礎に取得する場合 

在職年数による最低修得単位数 

基礎資格 

ア 保健師助産師看護師法第７条第３項の規定により看護師の免許を有する者（免許法別表第６備

考第２号） 

イ 高等学校を卒業し、同法第８条の規定により准看護師の免許を有する者（昭和２９年改正法附

則第１８項） 

ウ ア・イ以外の場合 

 

 

基礎資格 ア イ ウ 

養護助教諭臨時免許状取得後、 

養護教員として良好な成績で勤務した在職

年数 

１年未満 3 6 7 8 9 10 

養護助教諭臨時免許状取得後、 

大学等において修得することを要する最低修

得単位数 

10 10 30 25 20 15 10 

科目 
左記の各科目に含める

ことが必要な事項 
最低修得単位数の内訳 

養護に関する科目 
第２欄 

※詳細は第１の２参照 

2 科目以上

かつ 5単位

以上 

2 科目以上

かつ 5単位

以上 

14 11 9 7 5 

養護教諭・栄養教

諭の教育の基礎的

理解に関する科目

等 

第３欄及び第４欄 

※詳細は第１の２参照 

1 科目以上

かつ 4単位

以上 

1 科目以上

かつ 4単位

以上 

8 7 6 5 4 

大学が独自に設定する科目 1 1 2 2 1 1 1 

上記科目から任意選択して修得する単位数   6 5 4 2 0 

※免許状申請時に養護助教諭臨時免許状が有効期間内である必要がある。 
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（２） 在職年数について 

ア 在職年数は、養護教諭又は養護助教諭（当分の間、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高

等学校、中等教育学校、特別支援学校又は幼保連携型認定子ども園において専ら幼児、児童又

は生徒養護に従事する職員で常時勤務に服する職員を含む。）として良好な成績で勤務した年数と

する。 

イ 育児休業、休職及び病気休暇等の期間は、在職年数には含まない。 

 

（３） 修得単位について 

ア 大学において修得するほか、免許法認定講習、免許法認定公開講座、免許法認定通信講座で修

得した単位をもって替えることができる。 

イ 単位の取得時期は、臨時免許状を修得した後であること。 

ウ 総単位数に不足する単位数については、「養護に関する科目」、「養護教諭・栄養教諭の教育の基

礎的理解に関する科目等」又は「大学が独自に設定する科目」の中から任意に修得すること。 

 

2 養護教諭一種免許状 

（１） 短期大学卒業者等が養護教諭一種免許状を取得する場合 

 ア 勤務年数による最低修得単位数 

養護教諭二種免許状取得後、 

養護教員として良好な成績で勤務した在職年数 
3 4 5 

養護教諭二種免許状取得後、 

大学等において修得することを要する最低単位

数 

20 15 10 

科目 
左記の各科目に含めること

が必要な事項 
      最低修得単位数 

養護に関する科目 

Ⅰの２ 

第２欄 

※２科目以上履修すること 

8 7 5 

養護教諭・栄養教諭

の教育の基礎的理

解に関する科目等 

I の２ 

第 3 欄及び第 4 欄 
6 5 4 

大学が独自に設定する科目 2 1 1 

上記科目から任意選択して修得する単位数 4 2  
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（２） 在職年数について 

ア 在職年数は、養護教諭二種免許状を取得後に良好な成績で勤務した年数とし、当分の間、幼稚園、

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校又は幼保連携型認定子

ども園において専ら幼児、児童又は生徒養護に従事する職員で常時勤務に服する職員を含む。 

イ 育児休業、休職及び病気休暇等の期間は、在職年数には含まない。 

 

（３） 修得単位について 

ア 大学において修得するほか、免許法認定講習、免許法認定公開講座、免許法認定通信講座で修得

した単位をもって替えることができる。 

イ 単位の取得時期は、二種免許状を修得した後であること。 

   ウ 総単位数に不足する単位数については、「養護に関する科目」、「養護教諭・栄養教諭の教育の基

礎的理解に関する科目等」又は「大学が独自に設定する科目」の中から任意に修得すること。 

 

（２）大学に３年以上在学した者等が養護教諭一種免許状を取得する場合 

  ア 基礎資格 

基礎資格 

ア ４年生大学を卒業した者（大学に３年以上在学し、かつ、９３単位以上修得した者若しくは大学に

２年以上在学及び大学の専攻科に１年以上在学し、かつ、９３単位以上修得した者、又は旧国立

養護教諭養成所を卒業した者） 

イ 免許法別表第２の二種免許状のロの規定（保健師免許）により授与された二種免許状を有する者 

 

  イ 最低修得単位数 

基礎資格 ア イ 

最低在職年数 1 1 

総単位数 10 10 

養護に関する科目 最低修得単位配分 

5 5 

２科目以上かつ 5 単位以上 
２科目以上かつ 5 単位

以上 

養護教諭・栄養教諭

の教育の基礎的理

解に関する科目等 

最低修得単位数 １科目以上かつ４単位以上 
１科目以上かつ４単位以

上 

大学が独自に設定する科目 1 1 

 

（２） 在職年数について 

ア 在職年数は、養護教諭二種免許状を取得後に良好な成績で勤務した年数とし、当分の間、幼稚園、

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校又は幼保連携型認定子

ども園において専ら幼児、児童又は生徒養護に従事する職員で常時勤務に服する職員を含む。 

イ 育児休業、休職及び病気休暇等の期間は、在職年数には含まない。 
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（３） 修得単位について 

ア 大学において修得するほか、免許法認定講習、免許法認定公開講座、免許法認定通信講座で修得

した単位をもって替えることができる。 

イ 単位の取得時期は、二種免許状を修得した後であること。 

   ウ 総単位数に不足する単位数については、「養護に関する科目」、「養護教諭・栄養教諭の教育の基

礎的理解に関する科目等」又は「大学が独自に設定する科目」の中から任意に修得すること。 

 

３ 養護教諭専修免許状 

  （１）基礎資格 

養護教諭一種免許状取得後、 
3 

養護教諭として良好な成績で勤務した在職年数 

養護教諭一種免許状取得後、 
15 

大学院等において修得することを要する最低修得単位数 

 

（２） 在職年数について 

ア 在職年数は、養護教諭一種免許状を取得後に良好な成績で勤務した年数とし、当分の間、幼稚園、

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校又は幼保連携型認定子

ども園において専ら幼児、児童又は生徒養護に従事する職員で常時勤務に服する職員を含む。 

イ 育児休業、休職及び病気休暇等の期間は、在職年数には含まない。 

 

（３） 修得単位について 

ア 大学院において修得するほか、免許法認定講習、免許法認定公開講座、免許法認定通信講座で修

得した単位をもって替えることができる。 

イ 単位の取得時期は、一種免許状を修得した後であること。 

ウ 修得する単位については、大学院の課程又は大学（短期大学を除く）の専攻科の課程において、「大

学が独自に設定する科目」から修得すること。 

     専修免許状の授与を受ける場合は、第２欄～第５欄について修得すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


